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　わに塚は、日本武尊の王子武田王が、

ここで亡くなったため「王仁塚」とす

る説や塚の形が鰐口に似ているため

「鰐塚」する説などがあります。塚は

原形を失っていますが、このエドヒガ

ン桜は、根廻り３. ４ｍ、目通り幹囲

３. ３m、樹齢約３００年。樹勢旺盛で、

四方に枝を伸ばす一本桜であり、市内

屈指の桜の巨木です。

　県内では最も開花が遅い新府桃源

郷。４月中旬、約６０ｈａに鮮やかな

ピンクの花が咲き誇ります。桃の花の

ピンク、菜の花の黄色、空の青といっ

たコントラストが、ほのぼのとした農

村風景を華やかに彩ります。収穫され

る桃は「新府の桃」として全国的なブ

ランドとなっています。

　標高１７３１ｍの甘利山は、６月中

旬から下旬にかけて、山頂一帯に約

１５万株ともいわれるレンゲツツジの

大群落が一面を深紅に染めます。霊峰

富士を始め、八ケ岳や鳳凰三山など、

３６０度の大パノラマが楽しめます。

また、貴重な高山植物の宝庫としても

知られています。

　

　

市
で
は
、
山
梨
県
及
び
民
間
団
体
と
連
携
し
て
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
協
力
を
得
る
な
か
で
、
平
成
21
年

４
月
か
ら
６
月
ま
で
、「
花
と
名
水　

美
し
色
の

山
梨
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、「
わ
に
塚
の
サ
ク
ラ
」
や
「
新
府

桃
源
郷
」「
甘
利
山
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
」
な
ど
、

春
の
花
を
巡
る
ツ
ア
ー
で
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
観
光
客
に
「
ま
た

韮
崎
市
を
訪
れ
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
市
民
だ
れ
も
が
温
か
い
「
お
も
て
な
し
の
心
」

を
持
っ
て
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
に
接
し
て

く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
、
ご
近
所
の
方
に
接
す
る
よ
う
に
観
光

客
と
す
れ
違
う
際
に
「
あ
い
さ
つ
」
を
す
る
、
道

を
尋
ね
ら
れ
た
ら
面
倒
が
ら
ず
に
教
え
て
あ
げ
る

…
こ
れ
だ
け
で
も
印
象
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
や
さ
し
さ
や
お
も
て
な
し
が
韮
崎

市
を
訪
れ
た
人
の
心
を
癒
し
、
何
よ
り
の
「
旅
の

思
い
出
」
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「花と名水　美し色の山梨」
　　にらさきの魅力を全国に

●
春
の
に
ら
さ
き
の
見
ど
こ
ろ

「
わ
に
塚
の
サ
ク
ラ
」

・
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
予
定
）

 

４
月
４
日（
土
）～
12
日（
日
）

 

18
時
30
分
～
20
時
30
分

「
新
府
桃
源
郷
」

・
桃
の
花
見
会
・
お
新
府
さ
ん

「
武
田
の
里
ウ
ォ
ー
ク
」

「
信
玄
公
祭
り
甲
州
軍
団
出
陣
」

「
茅
ヶ
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

・
深
田
祭

「
甘
利
山
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
」

　

以
上
は
一
例
で
あ
り
、
韮
崎
市
に
は
、

他
に
も
多
く
の
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
地
元
の
人
た
ち
し
か
知
り
え
な

い
、
お
薦
め
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。「
花
と
名
水　

美
し
色
の
山
梨
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
担
当

　
　
　
　

（
内
線
２
１
３
・
２
１
４
）

韮崎市ホームページを
　リニューアルしました！

　韮崎市の公式ホームページをリニューアル
しました。トップページのデザインも一新！
　より見やすく、市民の皆さまや市外の方か
らのアクセスにも応えられる内容を目指しま
した。
　ぜひ一度ご覧ください。

新
ト
ッ
プ
画
面
（
イ
メ
ー
ジ
図
）

【写真右上】

　
URL http://www.city.nirasaki.lg.jp




